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２学期スタート！ 
 

猛暑の夏休みとなりましたが、みなさん元気に過ごせましたか？ 今年の夏は、パリオリンピ

ックが開催され、どの競技も熱戦が繰り広げられていましたね。日本代表の選手たちが、勝利

を目指してあきらめずにたたかう姿や、喜びを爆発させる姿、勝敗に関係なく涙する姿から、

何かを感じた人も多かったのではないでしょうか。 

１学期末の学年通信第５号では、『充実した夏休みを過ごすために大切なこと』として、 

「①規則正しい生活を計画的に」「②インターネット・スマホ・SNS・ゲームの利用は適切に」「③毎日の学習を

こつこつと」「④部活動や習いごとに積極的に参加しよう」の４つを伝えました。あっという間に過ぎてしまった

夏休みだと思いますが、１つは何かを達成したり得られたりしたことがきっとあったことでしょう。 

今日から２学期が始まります。２学期は、第２回定期テストを皮切りに、体育祭や文化祭、福祉や進路に関す

る学習、２回目の校外学習、後期生徒会選挙（学校のリーダーの一員に）、ハーモニーコンサートなど、多くの

学校行事があります。そして、運動部の新人大会もあります。 まだまだ暑い日は続きますので、 体調管理をし

っかりと行い、心も身体も元気に過ごし、充実した中学校生活を送っていきたいですね。 

 

初めての中学校での体育祭＆文化祭 
 

★９/18(水) 体育祭★ 

全員参加の「全員リレー（クラス対抗リレー）」「応援合戦」の他にも、「選抜

リレー」「みんなでジャンプ」「綱引き」「借り人競走」などがあります。団結

し、励まし合って、みんなの力で体育祭を盛り上げましょう！ 

 

★９/20(金) 文化祭★ 

 令和６年度の文化祭のテーマは、「百花繚乱～らしさ輝く春中～」です。各学年のステージ発表や、

文化部・委員会・教科の発表や展示など盛りだくさんです。1年生も「ステージ部門」「装飾部門」「フ

リータイム学年企画部門（ブース部門）」の３つに分かれて準備を進めていきます。各部門リーダーを

中心に、みんなで協力し、華やかな春中の文化祭をつくりあげていきましょう。 

 

文化祭が終わるまで特別時間割となり、教室以外の活動場所への移動が

多くなります。みんなが気持ちよく活動するためにも、時間を守ったり、自

分の役割を確実に果たしたりすることを心がけましょう。気持ちが緩みが

ちになると、落ち着かない言動が増えたり、ケガや事故が起きたりすること

があります。自分で次は何をするのかしっかりと確認し、安全で責任のある

行動をとっていきましょう。 

 

～「“ヘルプ”と“サポート”の違い」 ３組担任 より～ 

 

～保護者のみなさまへ～ 
保護者のみなさまには、夏季休業中のお子様の見守りやお声かけありがとうございました。おかげさま

で、大きな事件や事故の報告もなく、一安心しているところです。８～９月は、定期テストや体育祭、文化祭

などの行事があり、慌ただしい日々が続きます。暑さが続く中で外での活動もあることから、いつも以上に

疲れることが予想されます。体調面に気を配ったり、お子様の話をよく聞いたりしていただき、気がかりな

ことや心配なことがございましたら、学校までご連絡ください。 

○体育祭本番や練習のために屋外で活動する時間が増えます。熱中症対策のためにも、帽子（家にあ

るもので可）や、汗拭きタオル、着替えの準備をお願いします。 

○十分な水分（お茶やスポーツドリンク）の準備をお願いします。放課後の部活動時に飲む

量も考えて持たせてください。 

○生活リズム（睡眠時間や朝食など）が夏休み中に乱れてしまった生徒も多いようです。早  

く戻すように、言葉かけをお願いします。 

〇９／１０（火）～９／２０（金）までの期間は、制服または体操服での登下校が可能となります。 
 

＜９月の主な行事予定＞ 
４日（水）・５日（木） 第2回定期テスト 

９日（月） 常任委員会    １０日（火）地区駅伝競走大会 

1７日（火） 体育祭予行     

１８日（水） 体育祭（※保護者参観可） 

２０日（金） 文化祭        ２５日（水）後期生徒会役員選挙 

２７日（金） 休業日        ２７～２９日  地区秋季新人大会 

３０日（月） 常任委員会 

＜１０月の主な行事予定＞ 
１５日（火） 後期スタート 常任委員会 

２３日（水） １，２年校外学習 

２５日（金） 後期指導主事訪問 

２８日（月） 常任委員会 

２９日（火） １年生ハモコン 

※予定は変更になることがあります 

 

  愛読している本・コミックに 同じ言葉が書かれていました。それは、菅原裕子さんが著した『子どもの心

のコーチング』と、三田紀房さんによる漫画作品『ドラゴン桜』にありました。 

“ ヘルプ ”は、出来ない人のために、その人にかわってやってあげること。 

“ サポート ”は、人を出来る存在としてそばで見守り、よりよくなるために必要な時に手をかすこと。 

その本では、ヘルプとサポートをもっとわかりやすくするために、魚釣りに例えていました。まだ、生まれた

ばかりの子どもに必要なのは、魚を釣って与えてあげること。つまりヘルプ。もし、生まれたばかりの子にヘ

ルプをしてあげなかったら生きることはできません。乳幼児に釣り竿を渡しても魚は釣れません。だから親

が魚を釣って与えてあげないといけない。それがヘルプです。 

それに対してある程度、成長した子どもに必要なのは、サポート。つまり、子どもを出来る存在として見守

り、必要な時は手を貸してあげること。ある程度成長した子に必要なのは、親が魚を釣って与えることでは

なく、自分で釣ることができるように教えて、失敗したとしても見守り、それでも必要なら少しだけ手を貸し

てあげること。そして、どうすれば釣れるのかを子ども自身に考えてもらって試行錯誤してもらうこと。実際

に体験してわかることっていっぱいあります。失敗もＯＫ。そこから学べることはたくさんあります。そんな体

験が、子どもの自信につながり、 自立して生きる基礎を作るのではないかと思います。教師も親も思いは

同じです。「子どもたち一人ひとりが、一人の人間として成長してくれること」だと思います。そういう意味に

おいて、ヘルプではなくサポートをしっかりとしてあげたいと思っています。 


